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北陸域 35年の微小地震観測（1976-2010）
Microearthquake observation in the Hokuriku region for these 35 years
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北陸域での微小地震観測は、1976年に京大防災研のテレメータ観測が始まって以来、現在まで続行中である。当初、
観測点配置は 30�間隔程度であった。1997年の気象庁一元化を契機に、現在はこの数倍の密度で存在する。この様に
35年の間には観測状況が変化している。そこで我々はおおよそ、この間に観測した地震の発生数などをまとめておきた
い。また、北陸域中央の北陸観測所に最近セットされた伸縮計の記録も参照しておきたい。
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